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花山第4同談話會記事
　　　　　　　　9月12日午後3時より，花山天女野牛書室に於て
出席者常山本，柴田，公文，堀井，荒木（九），莞木（健），高城，中村，木邊，山本（進）
　（講演1），荒木九皐氏：一一肉眼で覗たコロナのスペクトルの印象
　コロナのスペクトルを肉置で見た人は少いであらうが，その重要性につい
ては，Minnaert氏が1932年Zeitschri石t傭Astrophysikに説くところ．氏は眼
の感光度と窩眞乾板の感光度及びその露出二三との二二を詳しく論じた後，
コロナの新しい線が，特に窮眞乾板上では極小で，肉眼では極大附近の感光
度を持つ線の部分に，肉眼により獲見される可能性のあることを述べてみる．
これに興味を感じて，私は小さい板の上に三物レンズと接眼レンズとを固定
させ，これはコロナの直覗用に，別に小さv・60。のフリント。プリズムで分解
された光を25ミリ6倍のファインダ1に導き，これはスペクトル用に，爾者
の接眼部を同時に見える位置に固定させ，この全鰐を簡輩な赤道儀装置とし
て，柴田氏の槻弓のためのクロノグラフを監理しつつ，コロナのスペクトル
を眼話することが出來た．赤から紫まで硯野…ぱいに見えるのであるが，皆
飢になって，一．．i：方にコロナの流線が見えはじめた時，注意するまでもなくハ
ツキリ見えたものは3個，5303，6374，Ha（これは色球の線）．このうち，線
の線は非常に明るく，月の縁に近いところほど強く，外部に三ってうすれて
るるが，モヤモヤした感じのする光がとりまいてみる．
　赤の線も略似たもので，線の線よりも弱く，Irl　Ctの線と共に，とりまいて
みる光はきれ，てるる．緑の線のすぐ近くにその張さが1／10位のものがあると
すれば，注意によって或は見え友かも知れなv・．あれほどハツキリ見えるの
であるから，他の仕事がなかったら見られたであらう．全艦としての感じは
柴田氏撮影の60秒露出の乾板の結果の如きものであった。このわっかの経験
から眼の感光力の大に驚いた．短時間に見えるので，コントラスFの黙でも
肉眼は確かに優れてみる．遊星単動測者の如き充分の経験のある人が充分の
準備をして，將來の日食に幾入かで眼覗槻測をする引値を大いに認める．設
備が簡易で，滞在日数は少くてすむ．
　（講演2），　当蓬田涼爵次．氏：一
　　　　北海道日食に於けるコロナスペクトルの霜眞観測結果（第1報）
　分散度が大きいから，4本の線の波長はかなり優秀な結果が出た・測定標
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準波長はD，，b2，　Fe．トの3本を用ひ，　Hartmann－Cornu式に：よった・
a，530sA
　　　　　　Feやとb。とから　　　　　　　　　5302・85　A
　　　　　　bgとD1とから　　　　　　　　　53Q2・91　A
　　　　　　閃光の5303に近い3本から　　　　　　　　5302・92A
　　　　　　閃光より．前に撮った乾板から　　　　　　5302　．　89，A
　　　　　　これに確度を與へて準均すると　　　　　　5302・89A
これは過去の最窓正確なものの不均値5302・90Aとよく一一致する，
　b，6374A　上と同じやうにして，その結果は6374・34A
これは過去の最も1E確な値とおもふもののZF均値6374・29Aとよく一…致する．
フラッシュの前の乾板にも測れさうなのがある．
　　　　　　o，5116A　測定が困難iであったが，結果は5116・2A
これまでの観測に5117・5A，5116・3Aがあり，とにかく5116・5A以上に
はならない．
　　　　りd，6702A　標準にする波長がなv・ので勘定を與へ，6702　・6　Aと得た．
これまでの槻測結：果は6704A，6703Aがある．
　（講演3），　公女武彦氏：一一〇nthe］巴xistence　of　Obscuring　Matter｛n　the　Vicinity
of　Our　Solar　System，　by　Axel　Colin　in　Lund．〔Zs．　ftir　Ap．　Bd．　ll，　Heft　3〕
　太陽系に比較的近V・ところにあるobscuring　matterの研究は昨年頃から．C・
Scha16nがはじめてみる．極めて近い距離では測定結，果があらはれないこと
は明らかであるから，距’離を10～50パ1セクに限り，全天48のgalactic　square
（銀河面を規準として，全天を48等分すると，…偏域が859・44李方度となる）
について，年週硯差と固有運動との爾方面から別別に研究する．このうち，
覗差によるものについて．（固有震動によるものにつV・ては次同に・）個個の
匠域の絃針光度と全天の絶島光度との差をとってみると，C7－Cn，（小犬，
アルゴ，センタウルス，蝸，蛇遣ぴを含む諸匝域）に大きい値となる．特に
アルゴ，センタウルス，蜴は地方星團の最も多い方向である．これに反し，
D2－D，（鷲，白鳥，とかげ，アンドロメダ，ぺ・レセウス，オリオン，牡牛を
含む諸山域）は負の大きい値になる．ところが，特にD12といふ匿域がとび
はなれて大きい正の値をとり，Highly　Obscured　Scutum　Regionと呼ばれて
みるが，これは距離と共に増大することを示してみる・（淡翠山人）
